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愛
媛
県
四
国
中
央
支
部

松し
ょ
う
は
く柏
婦
人
会
よ
り

心
結
ぶ

 「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た

昨
年
来
よ
り
の
コ
ロ
ナ
禍

で
地
域
の
「
絆
」
が
希
薄
に

な
り
、
心
と
心
の
繋
が
り
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
下
で
愛

媛
県
で
は
、
昨
年
四
月
頃
よ

り
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
運
動
が
始
ま

り
、
人
の
心
の
優
し
さ
や

思
い
や
り
を
あ
ら
ゆ
る
物

品
に
つ
け
る
活
動
が
、
幅
広

く
大
き
な
波
紋
を
拡
げ
て

い
ま
す

リ
ボ
ン
の
三
つ
の
輪
は
、

『
地
域
・
家
庭
・
職
場
（
学

校
）』
を
表
し
、
感
染
し
た

方
が
、笑
顔
で
「
た
だ
い
ま
」

「
お
か
え
り
」
っ
て
安
心
し

て
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

を
込
め
差
別
反
対
を
訴
え

る
運
動
で
す
。

県
下
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

思
考
を
巡
ら
し
、
東
西
に
広

い
愛
媛
県
で
は
様
々
な
形

の
物
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

私
達
の
四
国
中
央
市
で
は
、

地
元
特
産
の
水
引
を
使
っ

た
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
が
多

く
の
個
人
や
団
体
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
中
、
市
内
の

松
柏
婦
人
会　

会
員
の
皆

さ
ん
で
作
成
さ
れ
た
ス
ト

　　
岩
手
県
南
支
部

町
役
場
に
受
賞
報
告

令
和
三
年
度
春
季
善
行
表

彰
の
人
命
救
助
で
受
賞
し
た

高
橋
司
さ
ん
は
、
水
路
に
転

落
し
、
助
け
を
求
め
る
女
性

を
救
助
し
、
小
原
千
春
さ
ん

は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
心
肺

停
止
状
態
に
な
っ
た
男
性
の

救
命
措
置
を
行
っ
た
と
し

て
、
こ
の
ほ
ど
町
役
場
に
高

橋
由
一
町
長
を
訪
ね
て
受
賞

報
告
を
し
ま
し
た
。
二
人
は
、

今
後
も
同
じ
よ
う
な
救
助
現

場
に
遭
遇
し
た
際
は
同
様
の

行
動
を
取
り
た
い
決
意
を
示

し
、
高
橋
町
長
は
「
と
っ
さ

の
判
断
で
人
命
を
助
け
て
い

た
だ
い
た
。
勇
気
が
あ
り
、

愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
町
民

が
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

る
」
と
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

「胆江日日新聞令和３年６月１６日付」
「胆江日日新聞社提供」

　　
東
京
都
新
宿
支
部

第
二
十
回
善
行
会
杯
・

新
宿
区
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
開
会

支
部
長
　
前
田
哲
也

今
秋
は
新
宿
区
少
年
サ
ッ

カ
ー
連
盟
と
協
力
し
て
の
小

学
一
年
生
と
二
年
生
の
善
行

会
杯
は
第
二
十
回
目
に
な

り
、
記
念
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。既

に
十
六
チ
ー
ム
の
対
戦

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
組
ま
れ
、

九
月
中
旬
か
ら
新
宿
区
内
の

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

す
。区

内
の
数
あ
る
大
会
の
中

で
も
善
行
会
杯
は
二
十
年
の

歴
史
あ
る
大
会
に
な
り
ま

す
。昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
の
初
年
度
の

為
、
小
学
生
二
年
生
大
会
の

み
マ
ス
ク
着
用
で
開
催
し
ま

し
た
が
今
年
は
一
年
生
大
会

も
あ
り
ま
す
。
感
染
対
策
で

の
試
合
は
マ
ス
ク
着
用
で
息

苦
し
く
交
代
も
増
え
て
関
係

者
に
は
大
き
な
緊
張
も
あ
り

ま
す
。
選
手
の
家
族
も
応
援

に
来
た
い
と
思
い
ま
す
が
一

人
だ
け
な
ど
、
グ
ラ
ン
ド
の

出
入
口
付
近
で
混
み
合
わ
な

　　
香
川
県
支
部

令
和
三
年
度

特
別
善
行
表
彰
訪
問 

伝
達
及
び
令
和
三
年
度

総
会
の
延
期
に
つ
い
て

令
和
三
年
八
月
二
十
八
日 

（
日
）
宇
多
津
町
ホ
テ
ル
ア
ネ

シ
ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て
、

令
和
三
年
度
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
、
令
和
三
年
度
の
総

会
、
懇
親
会
の
予
定
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
適
用
を
受

け
中
止
と
な
り 

、
特
別
善
行

表
彰
を
訪
問
伝
達
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日 

特
別
善
行

表
彰
訪
問
伝
達
で
西
村
一
夫

秀
天
支
部
長
、
北
慎
一
副
支

部
長
が
坂
出
市
の
大
捕
文
男

さ
ん
宅
を
訪
問
、
表
彰
状
を

読
み
上
げ
金
章
を
伝
達
、
次

に
西
村
支
部
長
・
北
副
支
部

長
・
大
捕
副
支
部
長
兼
事
務

局
長
が
坂
出
市
の
宮
本
眞
弓

さ
ん
宅
を
訪
問
、
表
彰
状
と

銀
章
を
伝
達
し
和
や
か
な
雰

囲
気
で
会
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
九
月
二
日 

特
別

善
行
表
彰
訪
問
伝
達
で
西
村

支
部
長
・
大
捕
副
支
部
長
兼

事
務
局
長
が
善
通
寺
市
の
久

利
和
子
さ
ん
宅
を
訪
問
、
表

彰
状
を
読
み
上
げ
銀
章
を
伝

達
し
ま
し
た
。

支
部
長
は
、
受
賞
者
に
善

行
活
動
を
積
極
的
に
続
け
ら

れ
、
日
本
善
行
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
明
る
い
住
み
よ

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め

ら
れ
、
更
に
当
香
川
県
支
部

ラ
ッ
プ
付
リ
ボ
ン
・
胸
用

バ
ッ
ジ
・
マ
ス
ク
用
等
、

様
々
な
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
」
が
数
多
く
善
行
会
に
寄

贈
さ
れ
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
コ
ロ
ナ
患

者
や
医
療
従
事
者
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見

を
防
ぐ
目
的
で
、
地
域
・
職

場
・
各
種
団
体
へ
幅
広
く
働

き
掛
け
、
社
会
全
体
で
明
る

い
未
来
を
目
指
す
も
の
で

す
。

　　
大
分
県
大
分
支
部

文
化
遺
産
を
守
る
団
体

「
大
分
県
民
謡
研
究
会
」

へ
の
支
援
協
力

大
分
県
民
謡
研
究
会
「
萬

謡
会
」
は
昭
和
三
十
二
年
一

月
に
創
立
さ
れ
、
民
謡
ブ
ー

ム
の
昭
和
五
十
年
～
六
十
年

代
に
は
会
員
数
二
千
人
を
超

え
る
九
州
屈
指
の
民
謡
団
体

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
活
動
の
主
目
的
は
、
大

分
県
民
謡
の
発
掘
及
び
普
及

活
動
で
あ
り
、
先
人
た
ち
か

ら
の
受
け
継
い
だ
文
化
遺
産

を
現
在
に
活
用
し
、
記
録
に

残
し
、
記
憶
に
残
る
舞
台
発

表
を
継
続
し
て
い
る
団
体
で

す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
十
八
年
に
県
知
事
文
化

功
労
賞
、
平
成
二
十
三
年
に

は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
民
謡
・

新
作
民
謡
は
二
百
曲
を
超

え
、
そ
の
内
の
百
二
十
曲

は
、
文
化
庁
の
助
成
事
業
と

し
て
大
分
県
民
謡
譜
集
五

巻
（
五
線
譜
、
三
味
線
譜
、

尺
八
譜
）
に
纏
め
ら
れ
、
Ｃ

Ｄ
化
し
て
全
国
の
図
書
館

等
に
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
立
六
十
五
周
年
記
念
特

別
公
演
は
コ
ロ
ナ
禍
感
染

自
粛
の
中
で
開
催
さ
れ
、
大

大捕文男様訪問伝達

宮本眞弓様訪問伝達

久利和子様訪問伝達

の
発
展
に
も
大
い
に
貢
献
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

健
康
に
留
意
さ
れ
る
と
共
に

豊
富
な
見
識
と
、
貴
重
な
経

験
を
十
分
生
か
さ
れ
、
大
い

に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

な
お
総
会
は
、
十
二
月
の

秋
季
善
行
表
彰
式
を
兼
ね
て

開
催
す
る
事
に
い
た
し
ま
し

た
。

分
県
大
分
支
部
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
協
力
団
体
と
し

て
八
名
の
会
員
が
大
分
支

部
の
法
被
を
着
用
し
て
活

動
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
班

と
し
て
、
会
場
整
理
や
入
り

口
で
の
検
温
や
消
毒
の
手
伝

い
を
し
て
主
催
者
か
ら
大
変

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
協
力
者
と
し
て

大
分
支
部
が
掲
載
さ
れ
、
会

場
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
も
善
行
会

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
“
善
行
は
　
い
つ
で
も
　

ど
こ
で
も
　
誰
に
で
も
”
を

実
践
し
た
有
意
義
な
活
動

で
し
た
。

い
よ
う
に
と
の
感
染
対
策
を

し
て
い
ま
す
。
新
宿
区
サ
ッ

カ
ー
連
盟
の
運
営
す
る
コ
ー

チ
は
正
に
青
少
年
育
成
に

永
年
貢
献
し
て
い
る
立
派
な

方
々
で
す
。

更
に
協
力
し
合
っ
て
健
全

な
安
心
安
全
の
明
る
い
街
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


